
とお悩みの皆様。近年、学生の８割以上がインターンシップに参加しており、

学生の職業選択におけるその役割が大きくなっています。

一方、地域の企業にとっては、マンパワーやノウハウ不足などの課題があり、

インターンシップを企業の力だけで実施することが難しいケースがあります。

内閣府では、地方公共団体が中心となって仕組みを作り、地元企業でのインターンシップ実施を
後押しする取組を「地方創生インターンシップ」として推進しています。
この度、地方創生インターンシップ事業の実施に向けたノウハウが簡単に学べるeラーニングコンテンツ
を公表しました。ぜひご覧いただき地域活性化のヒントにしていただければ幸いです。

「地方公共団体を核とした地方創生インターンシップ入門」
（計180分程度｜eラーニングコンテンツ）

第１章：インターンシップを知る（計４０分程度）
第２章：事業を設計する（計８０分程度）
第３章：事業を実施する（計６０分程度）
最終確認テスト

各章「確認テスト」付き事例紹介

詳細は下記URLからご確認ください。（裏面ご参照ください）
https://chihousousei-college.jp/e-learning/expert/synthesis/industrialization/198.html

動画で学ぶ！

「若者に地域企業の魅力を知ってもらいたい、でもどうすればいいか分からない…」

https://chihousousei-college.jp/e-learning/expert/synthesis/industrialization/198.html


第１章：インターンシップを知る（計40分程度）
レッスン１：インターンシップの定義・現状と採用・就職における地域の課題
レッスン２：地域課題解決の手段としての地方創生インターンシップ
レッスン３：地方創生インターンシップにおける地方公共団体の役割
レッスン４：地方公共団体事例紹介①（滋賀県）
レッスン５：地方公共団体事例紹介②（新潟県燕市）
レッスン６：まとめ

第３章：事業を実施する（計60分程度）
レッスン１：学生募集
レッスン２：受入れ準備・実施中の伴走支援
レッスン３：フォローアップ・効果検証
レッスン４：まとめ

確認テスト1

確認テスト2

確認テスト3

各章ごとに
確認テストがついていて、
理解度を認識できる！

地方創生カレッジ
「地方公共団体を核とした地方創生インターンシップ入門」
詳細は下記URL/またはQRコードからご確認ください。
https://chihousousei-college.jp/e-learning/expert/synthesis/industrialization/198.html

Eラーニング講座 受講の流れ
 地方創生カレッジのeラーニングは、インターネットに接続できる環境にあれば、パソコンだけでなくタブ
レットやスマートフォンでも学習が可能です（動画のダウンロードはできません）。

 eラーニングサイトにて会員登録すると、登録先メールアドレスに受講方法のメールが届きます。
 詳細は、以下URLより地方創生カレッジ受講方法 (chihousousei-college.jp)を参照ください。

実際に
やってみよう！

第２章：事業を設計する（計80分程度）
レッスン１：地域でインターンシップ実施の目的を共有する
レッスン２：実施体制を構築する
レッスン３：受入企業の開拓・大学との連携
レッスン４：プログラムを設計する
レッスン５：まとめ

すでに
取り組んでいる

地方公共団体の事例を
知ることができて、
理解しやすい！
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